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平成２６年度 

指導救命士養成研修 第１期 修了 

 

【指導救命士養成課程を修了してからの取組】 

本市では、質の高い救急サービスの提供を目的として、平成２６年５月から６月にかけて救急救命

九州研修所で行われた第１期指導救命士養成研修（以下、養成研修）を修了した職員を本部に「秋田

市指導救命士」として配置、救急救命士による署を越えた組織横断的活動が可能な「教育体制構築ワ

ーキンググループ」（以下、教育 WG）を主導し、救急に携わる職員教育の充実・強化を図っている。 

平成２６年８月に策定した「救急業務に携わる職員の教育研修実施要領」で、救急救命士に対する

研修は、救急隊員や初任救急救命士を指導することでリーダーシップを発揮し、最前線で活動する救

急救命士として知識、技術の維持向上を図ることとした。 

そのためには、救急救命士が指導する研修の「場」を創設する必要があった。 

 

【創設した救急救命士が指導する研修の「場」】 

（１）救急ワークステーション 

養成研修が縁で福岡市消防局を参考にし、「救急ワークステーション運用要領」を策定した。救

急救命士１名を含む、各署から人選された救急隊員３名で編成し、医師同乗指導出動以外の研修

は、救急救命士が救急隊員や初任救急救命士を指導することを基本している。また、平成２８年

４月から指導救命士を派遣し、医師同乗指導出動以外時に養成研修で学んだ「POT」等を活用し

て研修プログラムをコーディネイトしている。 

        



 

（２）地域協議会内（４消防本部合同）救命技術大会 

  平成２７年度から養成研修を修了した地域内２つの消防本部の指導救命士（２名）と各消防本

部の指導的立場の救命士により、地域の救急救命士および救急隊員を対象として、救急現場での

傷病者への的確な観察力、それに基づく状況判断力および迅速な救命処置等の技能向上を図ると

ともに、救急隊員としての資質の涵養を目的としたシミュレーション訓練を企画し実施した。救

急業務の質の標準化を図ることができる他、新規に養成研修を修了した指導救命士から新たな指

導技法が伝達されるなど、消防本部を越えた情報交換の場となっている。 

   

          

（３）救急業務における基本手技等の集合教育・症例検討会（本部主催） 

   養成研修で学んだ「各隊員の経験値」を調査分析、可視化し、指導目標の明確化及び学習意欲

の促進に役立てている。（６回程度開催／年） 

 

【最後に】  

「まずはやってみよう！」の信念で、養成研修で習得した指導技法等を活用し、指導することの経

験を増やす「場」を創設してきた。このことは、救急救命士教育として有用であり、指導救命士の役割

として重要であることを認識し、今後も継続性を持った指導体制の更なる構築に努めていきたい。 

 


